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大建築の中で移動が強いられる場合（美術館など）に「4.1 洞窟型」が

設計される場合を除き、取り入れられるべきものの一つである。こと長

時間の移動に際し経路選択の自由は訪れる人に散策の楽しみを与える。

散策することで人は建物の広さ（巨大さ）を享受することが出来るので

ある。しかし、注意すべき点は経路選択の自由に際し、サイン計画を充

実させることである。

図　金沢２１世紀美術館　フロアマップ

＜金沢２１世紀美術館　2002 ＞

SANAA 設計。

「だれもがいつでも立ち寄ることができ、様々な出会いや体験が可能と

なる公園のような美術館」が美術館の　建築コンセプトである。来館者

は四角いボリュームの間を縫うように展示室を巡ることが出来る。

＜ベンツ • ミュージアム　2006 ＞　ドイツ

前述のメルセデス • ベンツミュージアムでは、巨大な美術館かつ垂直に

積み重なった展示室であるにも関わらず、二重螺旋構造により様々に経

路選択出来るよう、巧みに設計されている。

図　ベンツミュージアムの二重螺旋

＜マイ • ツァイル　2009 ＞　ドイツ

マッシミリアーノ・フクサス設計。

フランクフルトにあるショッピングモール。各階吹き抜けの形状が異な

るが、プラン自体はそこまで複雑ではない。しかし、三角形の構造体に

よりつくられたガラスの曲面がうねりながら挿入され、内部空間は実に

複雑に感じられる。

美術館と違い、ショッピングモールはもちろん、経路が固定されるとい

うことはないが、通常内部空間は単調になりがちなのに対して、この

ショッピングモールは訪れる人に散策の楽しみを与える設計となってい

る。　

図　マイツァイル内観写真とフロアマッ

プ（一部）

3.3　経路選択の自由



81

結



82

結

　「巨大さ」を作り出す建築手法について考察した。今回具体例として

挙げた建築は、日本国外のものが多い。このことについて筆者の考えを

最後に述べておきたい。

　ヴェネツィア • ビエンナーレ国際建築展は、建築の世界的祭典である。

各国の展示は、現時点での、その国の建築的潮流が示されていると言っ

ても過言ではなかろう。2010 年、ヴェネツィア • ビエンナーレの日本

館は、コミッショナー北山恒、主な展示は西沢立衛の「森山邸」とアト

リエ・ワンの「ハウス＆アトリエ・ワン」であった。どちらも小さな建

築である。西沢は日本館カタログ『TOKYO METABOLIZING』北山恒、

塚本由晴、西沢立衛著 (TOTO 出版）のなかで (p.76-99)　

「７つの新建築要素」

1. バラバラにする

2. 非中心性

3. 小さい

4. 環境をつくる

5. 透明性

6. 雑居

7. 境界がない

を挙げ、

「これらは、どれも、森山邸の設計の前後またはその最中に、徐々に課題と

して現れてきたものであり、森山邸の設計を通して発展させたいと思った、

建築的原理のようなものである。」( 同 p.76)

と説明をしている。「バラバラ」や「小ささ」、「透明性」に加え、境界

がない「曖昧さ」は、日本の現代建築の主流となり、建築雑誌を見れば

これらの形容詞が当てはまるような建築、もしくは建築家自身が説明し

ている建築にかならず遭遇する。

　前述の通り、元来小さいものを嗜好して来た日本において、上記の

ようなデザインは、有効なものであるかもしれないが、同じベネツィ

ア・ビエンナーレにおいて、西洋の建築家、例えばオラファー・エリ

アソンの展示は、巻き散る水滴と、瞬くストロボライトによって、暗

い部屋の空間全体を感じさせるものであるし、2010 年 9 月 4 日の The 

Global Edition Of The New York Times "Weekend Arts"のヴェネツイア・

ビエンナーレ記事のトップを大きく飾ったのは、Anton Garcia-Abril & 

Ensamble Studio の巨大な展示写真だった。これらの展示は、「展示」

という限られた空間の中で、むしろ積極的にその巨大さを印象づける設

計がなされているのである。図：ヴェネツィア • ビエンナーレ

オラファー・エリアソンの展示
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　日本人は巨大なものが嫌いなわけではない。小さなものを愛でるとい

うのが日本人の特性であるとしても、日本人は巨大なものに感動しない、

というのは一面的な見方であり事実に反する。巨大な工場に「工場萌え」

し、全国に作られた展望台から外を眺める。これも日本人の持つ一面で

ある。

　しかし、東京の街を歩き、改めて「巨大さ」を整理すると、日本の例

は極めて少なかった。例えば JR 新宿駅（新南口）。『JR 東日本駅改築事

例集（東日本旅客鉄道）』によれば、その意匠設計計画は

「新宿駅は、各私鉄が集中し一日の乗降客が約１３０万人／日の利用客があ

る全国一位のターミナル駅である。…『新宿駅から日本の四方八方へ新宿

駅から世界の四方八方へ』をデザインの基本コンセプトとして、モダンで

シンプル、かつ軽快な建物とした。」(p.34)

とある。設計意図で言及される通り、日本でも有数のターミナル駅であ

る新宿駅も、実際の外観は箱形の小さなものだ。巨大さを隠した外観同

様、内部でも通勤者は天井高の低い通路の移動を余儀なくされている。

この「小ささ」は、機能的な面、即ち路線数や利用客の人数と言ったも

のからくるのではない。巨大な駅構内を広々と見せ、旅のときめきを予

感させる西欧の「巨大な」鉄道主要駅は、必ずしも機能面では新宿駅に

勝らないのだ。これは、意匠的な面から見られる「巨大さ」なのである。

　巨大な建築空間のもつ魅力は洋の東西を問わず普遍的なものだと考え

られる。巨大さを素直に受け入れ、むしろ積極的に打ち出す。こうした

人々に感動を与える「巨大さ」を作り出し活かす建築設計手法を考察す

ることは、日本に魅力的な建築空間を創出するうえで、意義のあること

であると考える。

図："Weekend Arts" 2010.9.4.　記事

図：JR 新宿駅新南口　配置図と外観写真

『JR 東日本駅改築事例集（東日本旅客鉄

道）』(p.35)

図：スイス Basel 駅
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